
　超高齢社会を迎え，内部障害の有病者は増加の一途をたどってお
り，今後もさらなる増加が予測される．その内部障害は主診断に加
え，複数の障害を有する重複障害としても多くの患者が存在し，OT
がかかわる機会は多い．そのため，OT は作業療法介入を行う前提と
して，循環・腎・呼吸・代謝疾患の病態生理と障害への理解が必要と
なり，日々自己研鑽しながらエビデンスに基づいた作業療法介入を
行っている状況にある．その一方で，内部障害者への OT の役割やそ
の具体的な作業療法の介入方法については，明確に示している文献
は少なく，多くの OT は，他の OT がどのような視点や方法で介入を
行っているのか，興味・関心が高いこととうかがえる．
　本特集では内部障害者への作業療法介入において第一線で活躍さ
れ，実践経験豊富な OT の方々にご執筆をいただいた．本号では内部
障害者への作業療法の役割や内部障害特有の介入ポイントを，具体
的かつわかりやすく解説していただいている．この特集が個々の OT
において内部障害者への作業療法介入を行うための，一つの指針と
なることを願っている．
 （田代　大祐）
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